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北海道のヒグマ三つに分かれ愚

いでんし

北海道のヒグマは、｜可じように見えても、遺伝子からみて、「東シバ
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リアや西アラスカ」「東アラスカ」「チベット」の3つの系統に分ける
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ことができます。これも「遺伝子の多様性」です。
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